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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

９
４

４
回

 

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
に
て

に
て

に
て

に
て
「「 「「
東
京
大
学

東
京
大
学

東
京
大
学

東
京
大
学
生生 生生
・・ ・・
教
授

教
授

教
授

教
授
他他 他他
関
係
者

関
係
者

関
係
者

関
係
者
」」 」」
のの のの
体
験
学
習

体
験
学
習

体
験
学
習

体
験
学
習
 

 

◇
実

施
日

；
２

０
１

７
年

０
９

月
０

１
日

( 金
;) 

 
快

晴
 

◇
参

加
者

；
川

島
 

功
、

沖
﨑

吉
信

、
生

熊
敏

男
・

千
満

子
、

濱
野

兼
吉

、

山
川

治
雄

、
中

川
冶

平
、

大
江

加
予

子
、

畑
林

秀
味

・
清

子
、

 

梶
野

照
雄

、
中

前
 

偉
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
２

名
。

 

東東 東東
京
大

京
大

京
大

京
大
学学 学学
生生 生生
・・ ・・
教
授
他
関
係
者

教
授
他
関
係
者

教
授
他
関
係
者

教
授
他
関
係
者
；； ；；
濱

田
純

一
東

大
名

誉
教

授
( 前

総
長

) 、

秋
山

 
聰

東
大

教
授

、
鏑

木
道

剛
東

北
学

院
大

教
授

、
マ

ヌ
エ

ル
・
タ

ル
デ

ィ
ッ

ツ
( 建

築
家

) 。
学
生

学
生

学
生

学
生
；； ；；
伊

藤
 

慶
、
大

萩
雅

也
、

 

 
 

 
 

 
 

 
 
高

橋
優

太
、

益
田

伊
織

、
横

田
 

悟
、

金
子

実
礼

、
五

道
芙

美
、
 

 
 

坂
田

柚
子

香
、

竹
之

内
 

彩
。
大
学
院
生

大
学
院
生

大
学
院
生

大
学
院
生
；

大
久

保
圭

介
、

 

 
 

太
田

泉
フ

ロ
ラ

ン
ス

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
計

１
５

名
。
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

市
役
所

市
役
所

市
役
所

市
役
所
・・ ・・
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
課
；； ；；
森

 
奈

良
好

前
課

長
、、 、、
南
 

拓
也

課
長
。。 。。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２

名
。

 

 

去
年

の
暮

だ
っ

た
か

、
今

年
の

始
め

頃
だ

っ
た

か
忘

れ
た

が
、

新
宮

市
役

 

所
生

涯
学

習
課

・
森

 
奈

良
好

課
長

(
当

時
)
か

ら
、

９
月

上
旬

東
京

大
学

の
 

学
生

や
教

授
が

来
新

さ
れ

、
自

然
体

験
学

習
等

行
う

、
つ

い
て

は
期

間
中

の
 

一
日

だ
け

、
行

仙
宿

で
面

倒
を

見
て

く
れ

と
の

話
だ

っ
た

。
 

直
ぐ

思
い

出
し

た
の

は
、
平

成
２

年
に

行
仙

宿
が

完
工

直
後

の
玉

岡
現

相
 

談
役

の
言

葉
(
レ

ポ
ー

ト
)
で

、
小

屋
の

利
用

、
用

途
に

つ
い

て
修

験
者

や
一

 

般
登

山
者

が
メ

イ
ン

で
あ

る
が

、
そ

れ
に

止
ま

ら
ず

子
供

達
や

学
生

、
又

企
 

業
の

新
人

な
ど

の
体

験
の

場
と

し
て

、
幅

広
く

利
用

さ
れ

な
け

れ
ば

な
ら

な
 

い
と

の
記

述
が

常
に

頭
に

あ
っ

て
、

即
引

き
受

け
さ

せ
て

い
た

だ
い

た
。

 

そ
の

後
、
森

課
長

と
仲

間
の

中
前

君
(
市

役
所

勤
務

)
の
お
二

人
が
私

の
家

 

へ
お

見
え

に
な
り

、
９

月
１

日
２

０
名

で
実

施
、
作

業
内
容

等
の
骨

子
を
打

 

合
せ

た
後

、
８

月
２

２
日

に
は

市
役

所
を
訪
問

し
、
時

間
等

の
細
部

に
つ

い
 

て
詰

を
行

っ
た

。
 

打
合

せ
の
過
程

で
、
今

回
の

行
事

は
東

京
大

学
・
濱

田
純

一
前

総
長

が
提

 

唱
し

た
「
よ
り

タ
フ

に
、
よ
り
グ

ロ
ー
バ

ル
に
」
を
元

に
２

０
１

２
年

か
ら

 

始
ま

っ
た
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
一

つ
で

、
新

し
い
考
え
方

や
生
活
様
式

を
学
び

新
 

し
い
ア

イ
デ
ア

を
生
み

出
す
力

を
身

に
付

け
る
事

が
狙

い
で

、
社
会
貢
献

・
 

国
際
交
流
・
自

然
体

験
・
地
域

体
験
・
就
労

体
験

な
ど

、
国

内
で

実
施
す

る
 

プ
ロ
グ

ラ
ム

は
全

７
６
種
類

が
あ

る
。

 

今
回

の
企
画
責
任

者
の

秋
山

 
聰

・
東

大
人
文
社
会
系
研
究
科

教
授

が
、
 

平
成

１
３

年
９

月
に

大
雲
取
越
え

を
歩

か
れ

、
又
昨

年
５

月
市

内
で
講
演

さ

れ
た
ご
縁

か
ら

熊
野

に
興

味
を
持

た
れ

今
回

の
来

新
に

な
っ

た
様

で
あ

る
。
 

今
回

の
活
動

名
称

は
「
聖
地

熊
野

の
歴
史
文
化

と
自

然
を

体
験

し
つ

つ
、
新

宮
市

の
文
化

行
政

を
学
ぶ
」
に
基
づ

い
て

、
新

宮
市

が
体

験
活
動
プ

ロ
グ

ラ

ム
(
３
泊

４
日

)
を

企
画

し
、
第

２
日
目

に
行

仙
宿

で
の

体
験

学
習

が
組
み
込

ま
れ

ま
し

た
。

 

 ８
時

５
０
分

に
補
給
路

登
山
口

に
着

く
と

、
沖

﨑
車

(
沖

﨑
・
山

川
・
畑

林
 

兄
弟

・
中

川
)
は
す

で
に
到
着

し
各
々

登
山
準
備

中
だ

っ
た

。
８

時
５

５
分

 

に
川

島
車

(
川

島
・

濱
野

・
生

熊
夫
妻

)
も
到
着

。
 

参
加

者
が
揃

っ
た

の
で

、
モ
ノ

レ
ー

ル
を

２
往
復

し
て
荷
物

の
５
Ｌ
ガ

 

ソ
リ

ン
缶

、
水

(
７
Ｌ

ポ
リ

タ
ン
ク

２
個

)
、
食
料

等
を
運
び

登
り

始
め

た
。
 

川
島

、
濱

野
の

２
名

は
、
新

宮
８

時
発

の
東

大
生

等
の
到
着

を
待

つ
た

め
登

 

山
口

で
待
機

。
 

 
 

 
 

 

登
山

準
備

中
 

 
 

 
 

モ
ノ

レ
ー

ル
で

運
搬

 
 

 
行

者
堂

前
幟

立
て
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モ
ノ

レ
ー

ル
終
点

に
は

、
登

山
口
水

場
か

ら
の

ポ
リ

タ
ン
ク

２
個

が
残

さ
 

れ
て

い
た

。
生

熊
さ
ん

と
畑

林
さ
ん

が
、

そ
れ
ぞ

れ
担

い
で

く
だ

さ
っ

た
。
 

９
時

５
０
分

に
行

仙
宿

に
到
着

。
先
着

し
た

人
に
よ

っ
て

行
者
堂

前
に
幟

 

が
立

て
ら

れ
て

、
５

月
の

修
復

・
役

行
者
像
開
眼

供
養
以

来
の

に
ぎ

や
か

さ
 

に
な

っ
て

い
る

。
 

女
性
陣

は
、
お
椀

な
ど

を
出

し
て
昼
食

時
の

味
噌
汁

の
準
備

、
他

メ
ン
バ

 

ー
は

体
験

学
習

の
薪
割
り

に
必
要

な
道
具

を
倉
庫

か
ら
運
び
準
備
す

る
。

 

１
０

時
半

、
そ
ろ

そ
ろ

東
大

生
が
着

く
頃

か
と

、
沖

﨑
・

中
川

・
畑

林
秀
 

さ
ん

が
、
空

の
ペ

ッ
ト
ボ

ト
ル

を
持

っ
て
水

場
に
下
り

て
行

っ
た

。
 

登
山
口

に
待
機

し
た

濱
野

・
川

島
は

、
９

時
半
過
ぎ

に
到
着

と
聞

い
て

い
 

た
が

、
１

０
時

に
な

っ
て
も
到
着

し
な

い
、
先
導

し
た

中
前
氏

が
１

０
時

１
 

５
分

頃
に
到
着

。
中

前
氏

が
待
機

し
た

熊
野

川
支

所
に

は
８

時
４

５
分

頃
に

 

着
き
３

０
分
以

上
遅

れ
て

い
る

と
の
こ

と
。

東
大

生
等

の
乗
車

し
た

マ
イ
ク

 

ロ
バ

ス
は

、
登

山
口
手

前
の

広
い

場
所

に
駐
車

し
た

の
で

、
歩

い
て

登
山
口

 

に
１

０
時

２
０
分

頃
の
約

１
時

間
遅

れ
で
到
着

。
 

森
課

長
よ
り

企
画
責
任

者
の

秋
山

教
授

の
紹

介
が

あ
り

、
川

島
は
挨
拶

と
 

名
刺
交
換

を
し

た
。

 

到
着

参
加

者
は

、
東

大
生

９
名
+
東

大
院

生
２

名
+
教

授
他

４
名
+
市

役
所
３

 

名
(
中

前
氏
含
む

)
の

計
１
８

名
で

あ
る

。
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
登

山
口

よ
り

急
勾

配
の

鉄
製

階
段

を
登

る
 

 

大
き

な
荷
物

は
モ
ノ

レ
ー

ル
に
積
み

、
ト

ッ
プ

中
前
氏

、
ラ

ス
ト

濱
野
氏

 

に
お
願

い
し

て
、

川
島

は
モ
ノ

レ
ー

ル
で
終
点
へ

。
 

陽
が

き
つ

い
が
気
温

が
低

く
、
第
二
ベ

ン
チ

の
木
陰

で
は
涼

し
く
感
じ

る
。
 

快
晴

で
眺
望
も

良
く

大
台
ヶ
原

の
山
並
み

、
池
原
ダ
ム
湖
も

良
く

見
え

る
。
 

 
１

１
時

に
な

っ
て
も
到
着

の
気
配

が
な

い
。

生
熊

敏
さ
ん

が
「
迎
え

に
行

 

っ
て

来
る
わ
」

と
下
り

始
め

た
。

五
分
ほ

ど
で
戻

っ
て
こ

ら
れ

て
、

そ
の

後
 

に
中

前
さ
ん

を
先

頭
に

学
生

ら
が
続

い
て

い
た

。
最

後
尾

は
、
先

頭
か

ら
６

 

分
遅

れ
て

の
到
着

だ
っ

た
。

 

全
員

が
揃

っ
た

と
こ
ろ

で
、

川
島

か
ら

行
者
堂

内
の

修
復

役
行

者
の
経
緯

 

(
胎

内
文
書

)
及
び
顕
彰

の
３

行
者

(
前

田
勇

一
・

伊
富
喜

秀
明

・
佐

藤
貫

道
)
 

の
添
書

き
を

見
て
欲

し
い

と
説
明

し
、

行
者
堂

で
勤

行
。

中
前
導
師

の
法
螺

 

(
佐

藤
行

者
遺
品

)
、
生

熊
氏

の
錫
杖

(
伊
富
喜

行
者
遺
品

)
の
音

が
響

き
渡
り

、
 

学
生

た
ち

に
と

っ
て

は
、
お

そ
ら

く
初

め
て

の
体

験
で

あ
ろ

う
行

者
の

所
作

 

に
興

味
津
々

だ
っ

た
と

思
う

。
 

 
 

 
 

行
者

堂
内

説
明

 
 

 
 

中
前

導
師

で
勤

行
 

 
 

背
負

い
子

で
水

汲
み

へ
 

 １
１

時
２

０
分

、
先

に
昼
食

と
い

う
声
も

あ
っ

た
が

、
水

場
で
待
機

し
て

 

い
る
こ

と
か

ら
、
水
汲
み

の
体

験
を

優
先

し
た

。
希
望

者
だ

け
で
も

と
思

っ
 

て
い

た
が

、
全
員

が
水

場
へ
降
り

た
。

小
屋

の
温
度

計
は

２
４
℃

。
 

先
週

の
水

場
の
状
況

か
ら

、
水

が
枯

れ
て

い
る
こ

と
が

予
想

で
き

た
の

で
、
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ポ
リ

タ
ン
ク

は
1
0
L
 
を

一
個

だ
け
持

っ
て

行
っ

た
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
狭

く
岩

壁
下

の
行

仙
宿

水
場

で
の

水
汲

み
 

 

降
り

て
み

る
と
案

の
定
水

は
流

れ
て

い
な

い
。
ペ

ッ
ト
ボ

ト
ル

は
す

で
に

 

満
タ

ン
に

さ
れ

て
い

た
の

で
汲
み

上
げ

の
必
要

は
な

く
、
順
番

に
水

場
へ
降

 

り
て
も

ら
い

、
水

場
と
命

の
水

の
重
要
性

を
確
認

し
て

い
た

だ
い

た
。

 

1
0
L
の

ポ
リ

タ
ン
ク

は
担

い
で

上
が

る
つ
も
り

だ
っ

た
が

、
全
員

が
水

場
 

へ
降
り

た
た

め
空
荷

の
学

生
が
居

て
「
担

い
で

上
が
り

ま
す
」

と
自

ら
協
力

 

を
申

し
出

て
く

れ
た
お

か
げ

で
登
り

は
楽

が
で

き
た

。
知
力
も

体
力
も

あ
り

 

頼
も

し
い
限
り

で
あ

る
。

 

 
「
水

は
命

な
り
」

大
峯
奥
駈

道
、

と
り
わ

け
南
奥
駈

道
は
尾
根
通

し
に
辿

 

る
こ

と
か

ら
水

場
が
遠

く
苦
労
す

る
、

い
わ
ゆ

る
修

行
で

あ
る

。
此
処

の
水

 

場
は

、
實

利
行

者
に
お
願

い
し

て
見

つ
け

ら
れ

た
水

場
で

あ
り

、
こ

の
水

場
 

が
な

け
れ

ば
行

仙
宿

が
建

て
ら

れ
な

か
っ

た
。
近

年
、
水

場
が
涸

れ
る
事

が
 

多
く

な
り

、
溜
り
水

は
沸

か
し

て
飲
料
・
炊
事

に
使

用
す

る
事

に
な
り

ま
す

。
 

皆
さ
ん

の
汲
み

上
げ

た
水

は
、
ペ

ッ
ト
ボ

ト
ル

は
ポ
リ

タ
ン
ク
へ
移

し
、

 

貴
重

な
水

は
誰

が
何

時
汲
ん

だ
か

を
白
板

に
記

し
、
使

用
す

る
者

が
汲
み

上
 

げ
日

を
確
認
す

る
と
共

に
あ
り

が
た

く
使

っ
て

く
れ

る
と

思
う

。
本

日
皆

さ
 

ん
が
運
び

上
げ

た
水

(
ポ
リ

タ
ン
ク

４
個

)
は

、
９

月
１

日
東

大
生

と
記

し
た

。
 

１
２

時
２

０
分
全
員

が
小

屋
に
戻

っ
て

、
大

江
・

畑
林

清
・

生
熊

千
さ
ん

 

達
が
調
理

し
た

味
噌
汁

で
昼
食

。
昼
食

の
終
り

頃
に
「

新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ
 

の
紹

介
と
活
動

の
主

な
歩
み
」
資
料

(
4
P
)
を
配
布

し
川

島
が
経
緯

等
を
説
明

。
 

 

 
 

 
 

 

 
 

世
話

人
挨

拶
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
昼

食
風

景
 

 

森
課

長
よ
り

中
川

冶
平

さ
ん

が
紹

介
さ

れ
ご
挨
拶

さ
れ

た
後

、
秋

山
教

 

授
、

濱
田

名
誉

教
授

(
前

総
長

)
よ
り
ご
挨
拶

を
頂

い
た

。
 

本
来

な
ら

参
加

者
全
員

の
簡
単

な
自
己
紹

介
を
す

る
べ

き
で

あ
る

が
、
時

 

間
も

な
く

当
方

か
ら

川
島
世

話
人
代
表

、
沖

﨑
事
務
局

が
紹

介
挨
拶

し
た

。
 

 
 

 

 
昼

食
風

景
 

 
 

 
 

秋
山

教
授

ご
挨

拶
 

 
 

濱
田

名
誉

教
授

ご
挨

拶
 

 昼
食

時
間

４
０
分
弱

で
、

中
前

さ
ん

を
先

頭
に
世
界
遺
産
「

大
峯

南
奥
駈
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道
」

で
あ

る
行

仙
岳
ピ

ス
ト

ン
へ
向

か
う

。
学

生
た
ち

は
若

い
だ

け
あ

っ
て
 

ど
ん

ど
ん
先

に
行

く
が

、
教

授
陣

は
若
干
遅

れ
気

味
だ

。
そ

れ
で
も
休
憩
無
 

し
で

行
仙
岳

に
到
着

。
 

釈
迦
ヶ
岳

や
奥
駈

道
の

山
並
み

の
眺

め
を
楽

し
み

、
全
員

の
写
真

を
撮

 

っ
て

か
ら

、
北

面
を
下
り
捲

き
道
経
由

で
行

仙
宿

小
屋

に
戻

っ
た

。
 

 
 

 
 

 

行
仙

宿
を

発
ち

行
仙

岳
へ

 
行

仙
宿

を
出

た
最

初
の

急
登

 
 

行
仙

岳
山

頂
に

て
 

 
 

 
 

 
 

 

行
仙

岳
山

頂
に

て
 

 
 

 
 

 
行

仙
岳

北
面

(
下

り
)
の

南
奥

駈
道

 
 

 
 

小
屋

に
戻

っ
て

、
し

ば
ら

く
休
ん

で
か

ら
薪
割
り

を
体

験
し

て
頂

い
た

。
 

最
近

で
は
よ
ほ

ど
の

山
間
部

で
な

け
れ

ば
、
斧

を
使

っ
て
薪
割
り

を
す

る
 

こ
と

は
無

い
と

思
う

の
で

、
学

生
達

に
は
貴
重

な
体

験
に

な
っ

た
こ

と
と

思
 

う
。
短

い
時

間
だ

っ
た

が
、
コ

ツ
を
掴

め
た

学
生
も

い
た
よ

う
だ

っ
た

。
 

川
島

は
、
薪
割
り

の
間

に
濱

田
名

誉
教

授
、

秋
山

教
授

に
管
理
棟

内
を
ご

 

案
内

し
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 

行
仙

岳
か

ら
戻

り
小

休
止

 
 

 
 

 
 

薪
割

り
体

験
作

業
 

薪
割
り

体
験

を
終
え

て
下

山
準
備

、
行

者
堂

前
で
集
合
写
真

を
撮

っ
て
下

 

山
し

た
。

 

東
大

生
等

一
行

は
、
先

に
下

山
さ

れ
た

が
モ
ノ

レ
ー

ル
終
点

で
小
休

止
、
 

何
人

か
乗

っ
て
下

山
体

験
さ

れ
た

。
 

 
 

 
 

 

薪
割

り
後

の
コ

ー
ヒ

ー
 

 
行

者
堂

前
で

記
念

撮
影

 
 

 
撮

影
後

の
下

山
前
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登
山
口

上
の
冷

た
い
湧
水
水

場
で
手

を
洗

っ
た
り

、
喉

を
潤

し
た
り

し
て

 

頂
い

て
、
全
員
無
事
下

山
し

た
。
慌

し
く
本

当
に
お
疲

れ
様

で
し

た
。

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

無
事

登
山

口
に

到
着

 

 

こ
の

企
画

は
全

学
に

参
加
希
望

者
(
１

０
人

)
を
募

っ
た
よ

う
で

、
学

年
も

 

一
年

か
ら
四

年
ま

で
バ

ラ
バ

ラ
、

大
学

院
生
も

い
た
よ

う
で

、
自

ら
希
望

し
 

て
参

加
し

て
い

る
だ

け
あ

っ
て

、
な
ん

で
も

見
よ

う
、

や
っ

て
み
よ

う
と

い
 

う
意
欲

が
見

受
け

ら
れ

た
。

 

 
今

回
は

、
天
候

に
恵

ま
れ

た
短

時
間

の
体

験
学

習
で

し
た

が
、
是
非
ゆ

っ
 

た
り

と
寝
起

き
・
食
事

を
共

に
し

た
体

験
学

習
を

企
画

し
て
頂

け
れ

ば
幸
甚

 

に
思

い
ま
す

。
皆
様
方

と
の
再
会

を
楽

し
み

に
し

て
い

ま
す

。
 

 
最

後
に

、
企
画
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
中

に
遠
方

の
行

仙
宿

で
の

体
験

学
習

を
企

 

画
し

て
下

さ
っ

た
新

宮
市

役
所

生
涯

学
習

課
並
び

に
東

大
教

授
の
皆
様
方

の
 

ご
期
待

に
添
え

な
か

っ
た

面
あ

っ
た

と
思

い
ま
す

が
、
感
謝

と
御

礼
を
申

し
 

上
げ

ま
す

。
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

先
発
班

先
発
班

先
発
班

先
発
班
；

新
宮
7
:
0
0
→
8
:
4
0
補
給
路

登
山
口
9
:
0
0
→
9
;
5
0
行

仙
宿

小
屋

。
 

体
験

体
験

体
験

体
験
学
習
班

学
習
班

学
習
班

学
習
班
；

新
宮
8
:
0
0
→
1
0
:
2
0
補
給
路

登
山
口
1
0
:
2
5
→
1
1
：
1
0
行

仙

宿
→

勤
行
→
1
1
：
3
7
水

場
水
汲
み
→
1
2
:
2
0
行

仙
宿
→
1
2
:
3
0
昼
食
1
3
：
1
0
 

→
1
3
:
4
0
行

仙
岳
1
3
:
4
8
→
1
3
:
5
5
行

仙
岳
捲

き
道
分
岐
→
1
4
:
2
0
行

仙
宿
→

薪
割
り
1
4
:
4
5
→

行
仙

宿
1
5
:
0
0
→
1
5
:
4
5
補
給
路

登
山
口

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

寄寄 寄寄
    
贈贈 贈贈
 

・
石

橋
哲
郎

；
斧

一
丁

。
 

( 記
；

沖
崎

・
梶

野
、
写
真

；
川

島
・

梶
野

)  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 


